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日本の北に位置するオホーツク海，北の果てにある

茫洋とした海，冬に流氷がやってくる頃にその名前を

耳に挟む程度の，日本に住む多くの方にとって最もな

じみの薄い海かもしれません．しかし夏冬ともにオ

ホーツク海一体には強い水平温度勾配が存在し，春

～夏には日本にしばしば異常低温をもたらすオホーツ

ク海高気圧が発生，冬には世界で最も低緯度に海氷が

拡大，周辺一帯の特異な気候場の形成に寄与します．

環オホーツク海に目を移すと，極東最大の河川アムー

ル川からの淡水供給はオホーツク海独特の海洋構造の

形成に寄与，カムチャツカ半島に存在する氷河はこの

一帯の気候変動を知る手がかりとなるでしょう．オ

ホーツク海は北半球の大気海氷海洋陸面相互作用の縮

図，すなわち寒冷圏の気候研究のモデル海域とも言え

るのです．本書ではオホーツク海の特殊性や重要性，

夏と冬の気象及び日本の天候への影響，環オホーツク

海やグローバルな変動とのかかわりに加え，オホーツ

ク海研究にかかわるデータ（観測，解析値，モデルな

ど）の諸問題についても取り上げます．本書はこれま

でのオホーツク海研究を礎に新たな知見を提唱する野

心作であり，オホーツク海研究をいざなう啓蒙書でも

あります．しかしまだオホーツク海の大気海洋現象の

謎の多くは解明されていません．本書を通じて，あな

たもオホーツク海への一歩を踏み出し，そしてこの北

の海の謎に挑みませんか？
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